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２）道路橋の技術基準に関する検討の方向性

道路橋の技術基準の改定と充実に向けた検討の方向性



１．これまでの改定の経緯・今回の改定内容
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平成１３年改定

平成２４年改定

今回改定予定

■性能規定化型への転換
■疲労、塩害に対する耐久性能の考え方を導入

■東北地方太平洋沖地震を契機とする設計地震動の見直し
■構造設計上の維持管理への配慮事項を規定（具体的な方法はなし）

「橋、高架の道路等の技術基準」は、地震発生に伴う対応や、性能規定化への転換といった最新の知

見の反映等を目的として、改定を行っている。

最近の主な改定内容は、活荷重見直し、耐震設計（設計地震動）の見直し、耐久性（疲労と塩害）の考

え方導入、維持管理への配慮事項の規定導入、部分係数法の導入等

平成８年改定

■車両大型化対応（２５トン対応）
■大型車の交通状況に応じた2種類の活荷重を導入
（大型の自動車の交通の状況に応じてA活荷重、B活荷重を適用）

平成６年改定

■兵庫県南部地震を契機とする耐震設計の強化

平成２９年改定
■多様な構造や新材料に対応する設計手法の導入（限界状態設計法と部分係数を導入）
■長寿命化を合理的に実現するための規定の充実
（設計供用期間の明確化、耐久性確保の具体の方法の規定）

■前回改定時の継続して取り組む課題に対する改定
■既設橋の性能評価や修繕設計に関する基準類の策定と充実



（参考） 平成２９年度の改定内容

平成２９年度 主な改定内容

１．多様な構造や新材料に対応する設計手法の導入

２．長寿命化を合理的に実現するための規定の充実

○部分係数法及び限界状態設計法を導入

必要な性能を確保しつつ、新技術の導入促進を図るため、基準を見直し

○供用期間中に適切な維持管理ができるよう設計を行うことを規定

１．５ 設計供用期間

橋の設計にあたっては、適切な維持管理が行われることを前提に橋が性能を発揮することを期待する期間と
して設計供用期間を定めることとし、100年を標準とする。
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１．８．１ 設計の基本方針

（３）橋の耐久性能を満足するために、経年的な劣化を考慮し、所要の橋の耐荷性能が設計供用期間末まで
確保されていることが所要の信頼性で実現できるように設計する。
（６）橋の設計にあたっては、橋の性能の前提とする維持管理の条件を定めねばならない。

６．２ 耐久性確保の方法と照査

（１）部材等の設計耐久期間に対して所要の耐久性を確保するための方法は、以下の方法１から３のいずれ
かに区分し、補修、更新等の想定される維持管理を適切に設計に反映しなければならない。



［背景１］前回改定時の継続して取り組む課題に対する改定
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第８回道路技術小委員会（2017年6月30日）資料1-1分野別会議報告抜粋 新道路技術会議における研究例

H29～R1
～部分係数設計に向けた塑性化を
考慮した鋼桁設計法の研究開発～

・長岡技術科学大学
・早稲田大学
・名古屋大学
・立命館大学

H28～H30
～鋼橋の現位置改良の開発～

・日本橋梁建設協会

鋼桁の載荷実験
SBHS５００

桁補強なし

桁補強あり

鋼桁の載荷実験



ウェブが波形鋼板の上部構造、及び、中空断面を有するコンクリート高橋脚（高さ46m程度）

隔壁のひびわれ（左右セパレートの隔壁）

平成２９年の大改定から５年が経過しようとしており、運用上の課題等を把握し、規定の充実を行う。

平成１３年の性能規定化に伴う様々な試みについて一定の期間が経過しており、現状の性能や

設計・施工上の課題を評価した上で、必要な規定の充実を行う。
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［背景２］性能評価方法の充実、運用の改善

例１

例２

中空高橋脚に発生しているひびわれ

46m

側面図

ウェブと隔壁の間に空間あり

上床版との隅角部 隔壁のうき



［背景３］既設橋の性能評価や修繕設計に関する基準類の策定と充実の観点
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多様な交通状況、損傷状態がある。

■既設橋の現性能を評価するための調査や、評価の方法や手順がないことに対し、基準類の策定を行う。

■性能規定化された道路橋示方書を準用することで、修繕の目的に応じた要求性能の設定や、塑性化を

考慮する部位を適切に組み合わせた合理的な修繕を実現できるように、基準類を充実する。

道路橋定期点検要領 抜粋

第11回道路技術小委員会（2019年10月10日）資料2-3道路メンテナンスを支える技術について抜粋

耐荷性能だけではなく、耐
久性能にも配慮し、修繕設
計がされる必要がある。

補強

き裂
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［背景４］道路リスクアセスメント要領の策定

■道路リスクアセスメント要領の策定により、今後、把握した道路リスクを改善するための改築、改良の

加速化が期待され、既設橋の性能評価や修繕設計のための基準類の充実の必要性が高まっている。

第15回道路技術小委員会（2021年10月25日）資料3防災減災に関する検討事項 抜粋



材料の一部の塑性化やひびわれ等の度合いをきめ細かく考慮できる桁の設計法を導入するこ

とで、新設橋では従来よりも構造の合理化ができるだけでなく、既設橋の修繕設計の合理化が

期待できる。

限界状態設計法の特性を活かし、塑性化を考慮する部位を適切に組み合わせて橋の限界状態

を設定する方法を提示することで、ダンパー等多様な材料の活用等、新設橋では従来よりも構

造の合理化ができるだけでなく、既設橋の修繕設計の合理化が期待できる。

耐久性能に関する設計の部分係数化を行うことで、様々な調査方法や材料の適用の拡がりが

期待できる。

既設橋と新設橋で統一的な性能の評価体系と部分係数を適用することで、橋毎の外力や状態

の特性を考慮した的確な性能の評価が可能になり、対策案の比較選定が合理的になる。

部分係数化や限界状態設計法の適用により、新しい材料の修繕への適用のための検討項目が

明確にされる。

２．改定内容と期待される効果
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※既設橋の性能の評価にあたっての調査方法や、代表的な修繕工法の適用にあたっての設

計の基本や適用の留意点など、実務上のノウハウについては、日本道路協会が修繕設計
に関わる図書の作成を検討予定。

既設橋の性能評価や修繕設計に関する基準類の策定と充実

前回改定時の継続して取り組む課題に対する改定

■塑性化を考慮した桁の設計法の導入

■塑性化を考慮する部位の組合せの適切さの評価法

■耐久性に関する設計の部分係数化



３．今後のスケジュール（案）

橋梁分野会議

■橋、高架の道路等の技術基準の改定案に関する議論

■橋、高架の道路等の技術基準を既設橋の性能評価や修繕
設計に準用するにあたって、荷重条件の設定や部分係数の
読み替えなどの基準化すべき事項に関する議論
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令和４年３月

小規模吊り橋、横断歩道橋の技術基準への反映、改定も引き続き実施

道路技術小委員会
・キックオフ

令和４年度末

道路技術小委員会

• 橋、高架の道路等の技術基準改定案の審議
• 既設橋の性能評価や修繕設計に関する基準案の骨
子について審議

修繕に関する技術
基準の検討にあわ
せて、代表的な工
法の標準的な考え
方や留意点等をま
とめた図書を検討

【日本道路協会】

改定、策定


